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Recently, persons concerned and the citizens were involved in persons concerned activities and
NPO activities, taking a main role of problem solving, and these activities demonstrated qualitative
and quantitative improvement. It is important to construct equal relationship among the citizens,
public members, and professionals in public nature activities. In this research, six professionals who
independently shifted from collaborative activities to more public nature activities were interviewed,
and the results were analyzed by reviewing their transferring process and discussing on the point of
Hplace" and "space" of public nature activities. As a result, following points were indicated. 1)
Public space existed in micro and macro levels. 2) The micro public space is a home and family,
which is a base of human life and is the minimum unit of everyday life that provides healing and
support. 3) The micro public space constructs bases of macro public space. 4) The micro and
macro public space is not only a角eld of problem solving, but also it is Hsafe space" for persons
concemed and supporters. The "safe space" assures a person, gives a chance to look at his or her
inside and to負nd self-existence value in the connection among others and society, and encourages a







































































































B氏 (男性) ?8蹐C?2?s政機関を退職後,大学教員へ転身o現在,全国の地域活動を行っている組織.機関から招かれ 講演活動を展開oこれを通して地域活動へ参与しているo 
C氏 兢ｸﾉ(蹐c?2?s政機関を退職後,虐待などの相談室を開設○研修講座の開催や援助職のスーパーバイズを実践 
(女性) 凾ｵているo 
D氏 (女性) 豫Xﾎﾈ蹐C?2?a院を退職後,他の支援者とともにNPO法人,社会福祉法人を立上げ,障害者の生活支援を実 践している○ 


























































A 氏 ??x,?x,?8.ｨ+ﾒ?闔h/?ﾘﾘx+x.?柵陷i??NPO立ち上げた時に,今,地域の中がばらばらにされているでしょ,ばらばらにしたら統合 しなきやいけないつていう時に,昔のように家族が統合体にならないじゃないですかoそした ら地域の中に仕掛けがいる○それがこの家ですよ0-何とかとか助け合って,支えあって,そ して癒される0...ここへきて,それはすごいパワーになるんですo 
･子育て広場で親子さんを500組くらいみました○そのうちにそういう遊びじゃなくて,もつ と自由な場所がいるんじゃないか,それと虐待は私たち骨身に渉みてましたけど,手をあげる とき早こ止める人がいないとか,感情的にわーっと殴りだしたら止まらない,そこに誰か介入す る人がいない,お母さんは逃げてくる場所をまずもつていないですよ0-そうすると自由度の 高い,その時にすぐ来れる,予約もなくて,何もなくて来れる家-.そう思いました0-ここで 月由遊びをして,.みんなでご飯作って食べて,食べた途端コロツと変わりますねoお母さんが リラックスして○短時間の中でものすごいドラマが一気にありましたねoだから,家を持ちた いという思いがずつと,あった○ 
B 氏 ?>??處ﾘ,ﾉXｨｨr?ｺ2?x987???2?r苓,ﾈ??恁?I責任というのは,モチベーションがある人じゃなくて,モチベーションを刺激したり,継 続したりするような働きかけ,直接関わることもあり,コミュニケーションの中でその気になっ ていくという,よくエンパワメント,外からの力じゃなくて,内なる力の賦活化を,公衆衛生 は環境整備,環境整備一環境アプローチというのは,モチベーションを刺激したり継続できる ような環境ネットワークをつくるo行政というのはそれなりに信頼があるから自分の資源だけ で動かすよりも地域の資源をその気にさせていく,まさに地域のエンパワメントですねo 
C 氏 况ﾈ?,?ﾈ7?ｸ,ﾉ&?刺,ﾈ6ﾈ6(6r??ｸ4?･今アルコールで作ってきたネットワークセラピーという手法を虐待に応用していますo地域 で,民生児童貞とか学校の先生とかケースワーカーとか保健師とか関係者を集めたカンファレ ンス(ネットワークミーティングと名づけた)を開いてましたo市町村でネットワークを立ち 上げる,機関ネットワークもあるoそういうのを立ち上げるにはどうしたらよいかということ もスーパーバイズしてます○ 
D 氏 ?闔i?ｨ育?x,ﾈ??病院にいた頃,長期入院患者の退院促進を医師,ケースワーカーらと行つたが失敗したo(広 域の作業所の,指導できない指導員になり)...作業所を開いて2,3ケ月でわかったですねo地域 アクトでないといけないなと思ったんですo簡単にいえば,地域の中でやるo(作業所で他の人 が掃除するのに何もせず不安な顔の障害者に)看護婦をやっていたから,｢こうしましようね｣ ｢ああしましようね｣が上手だつたが,それをしないで見守ると,1日2日で本人は自分で何を しないといけないか見つけてくるoそういう体験をしだすと,病院はプロが集まってたけど, いったい何をみてたんだろう,成功するはずないわなとo 
E 氏 ??8,X*ｸ.从?ｨ??その地域にあった,多様で,柔軟な,総合的包括的に医療も福祉も一体的にあるべきだとい う指摘はもっともだoが,医療と離れて生活者として支援する形,両極といわれるが,全然,別 な極に別なことを立てたわけです○極めて極端な特徴を出さないと,全部医療にひきずられた ままになりますからoともかく両極の,逆の極軸を思いきって示したoいいか悪いかわからな いけど,すごい反発があった○ ･自転車で通ってこれる距離に生活支援センターを置いて,そこが即フリースペースで,食事 を一緒にしたり,夕食までという形です○ 
●-ですから別の言い方をすると,彼の本物を責めない○いつも外堀を埋めるoいつでも出入 り自由oそれからもう一つは彼の逃げ場を,居場所を常に確保しておくo彼が飛び立って私か ら離れていってもかまわないoただいつでも戻ってきていいという基地をきちっと申し渡して おくo居場所ですよねo安心できるという場の保証○ 













































































































C 氏 ??hｭI???ｩ分を語る 場,当事者も 支援者も同じ 問題意識を持 つ人々のつな がり 唸廂&ﾈ,ﾉ5ﾘｫrﾈﾊ兩ｸ/??h.?h*(*H,ﾈ,ﾒﾈ巉*ｨｮ餉X*鎚ｴ8,8*ｸ,X+x,ｶ???X*ｸ,?"ﾂ?
ハツと気づく人でないと,感性を高めるような人材育成をしないと,知識伝達塾の- 
方的な研修では感性が高まらないo私はもうずつと｢自分を語る場｣を持っているそ 
識を持つ 人々 ? ういう意識の高い人が自分の周りにはいるo仲間がいたからやれた○問題に関心を持 つ人がいたから-緒にやれたo精神科医,生保のワ-カ-,アルコ-ルは回復してい く本人たちと,保健師さんがキャッチしたニ-ズを同じ問題意識を持つ人達とネット を組んでやるというのと-つですよねo 
D 氏 ?h,ﾈ-ﾈ-ﾈ,ﾂ?兒｢?mーメークで いられる場 唸6ﾈ6(6x8?ｸ4?ﾉ?+ﾘ+?h.?x+(*ﾙjy?+??rﾈ鍼?ｨ?X,ﾘ-ﾈ.??ｸ.愛hｭh.ﾘ.x,?&?今度2,3人で競馬に行こうとかいうのがありますけどo休日の仕事はオフですo私は ごちゃごちゃにしてしまうと整理ができなくなるので,だから普段はデパートに行く 
にもノーメ-クですし,もんぺさんのようなズボンだったり,半ズボンだったり,男 
物のトレーナーだったり○ 
E 氏 ?h馼??r?鮪鮪ﾒ,仲間 のエンパワメ ントが僕のが んばりを促す 啝"郁H,ﾂ倡?h,ﾙ9h馼?*ｩ|ﾘ/?(*?H*ｸ+ﾘ+?h,X+X.X*H?????嬰?ﾉkﾂ??+ｲ?
れだけでなく,各地にこの10年来はじめは物を言わなかった当事者だったけど,政策 提言の中に障害者が入れるようになったでしょうoあとは私と一緒に仕事をしたあ 
間のエンパ ワメント 凾ｵ■一 るいは教えた連中が,たたかれながら頑張っている,それはもうちょっと俺も頑張ら なきやと思うわけ-o 

































































































































































































Psychological Safe Spaceについて, ｢個人がい
かなる脅威や恐れからも自由でいられる空間｣と
述べており,本研究で見出された公共空間におけ
るSafe Spaceとしての意味は,公共的活動への
転換過程で生じるゆらぎの中で,公共的活動を担
う個人を保障し,個人が自己の内面を見つめ,他
者あるいは社会とのつながりの中で自己の存在価
値を見出し,自己のありようを決定し活動してい
くことを促すものと位置づけられると考える｡
以上のように,公共空間はミクロからマクロレ
ベルの多層性をもつものであり,誰もが地域で安
心して安全に暮らせるようになること,地域エン
パワメントをめざした公共的活動がなされる空間
であることが示唆された｡さらに,この空間は
Safe-Spaceとして,公共的活動を担う当事者や
支援者などの個人をエンパワメントする源となっ
ていることが示唆された｡
結　　　論
公共的活動へと転換した6人の専門家へのイン
タビューをもとに公共的活動の場となる地域の公
共空間について分析した結果,以下のことが示唆
された｡
1.公共空間である地域には,ミクロとマクロ
レベルの空間が存在する｡
2.ミクロな公共空間は,家･家庭であり,人々
の生活基盤であり,癒され,支えあえる最小単位
ー　39　一
瀬川香子･末永カツ子･他
の日常世界である｡
3.マクロレベルの公共空間の基盤は,ミクロ
な公共空間である｡
4･ミクロ･マクロレベルの公共空間は,課題解
決のフィールドとなるだけでなく,当事者,支援
者にとってのSafe Spaceとしても位置づけられ
る｡
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